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胎内銘文のある仏像
「濃飛の仏像」展に紹介した仏像の中から
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1．はじめに

岐阜県内に保管されている彫刻（石像をのぞく，仏像、神像、懸仏等）のうち，胎内銘文があり

造像年代の判明している資料は約94点ある。（平成2年10月現在市町村史等で確認したもの）

今回，岐阜県博物館では平成2年度特別展「濃飛の仏像」を開催した。開催にあたり平成元年度

から県内各地の教育委員会、寺院等の協力を得て，優れた仏像の数々を確認調査することができた。

その過程で新しく新長谷寺の木造釈迦如来坐像の胎内から銘文を見つけることができ，この仏像を

特別展で紹介した。

ここでは新長谷寺の木造釈迦如来坐像をはじめ，今回の特別展に展示した胎内銘文のある仏像を

紹介する。なお，調査及び調査報告書作成にあたって成城短期大学学長清水眞澄氏に多大なご指導

ご協力をいただいた。ここに厚くお礼申し上げる。

2．勧学院　木造釈迦如来立像〈岐阜県安八郡神戸町大字下宮〉　神戸町重要文化財

この像は昭和63年度，平成元年度にかけ京都美術院において解体修理が行なわれたところ，頭部

内から墨書銘が見つかり「定審」の造像であることが判明した。

〔法量〕　単位cm

像高　97．0

唇張　29．6

〔形状・構造〕

頭頂～顎19．7　　　両幅10．6　　　耳張12．9　　　面奥　　14．4

裾張　　　27．7　　　胸厚15．5　　　腹厚18．5　　　足開（外）15．8

袖衣，偏杉，裳をまとい，施無畏，与願印を結び，足先を僅かに開き，九重蓮華座（蓮肉踏割れ）

上に立つ。

桧材。寄木造り。玉眼。着衣漆箔。肉身金泥。頭と体を三通下で割首とし，頭は耳後で前後に割

矧ぎ，体も前後に割矧ぎとしている。さらに両袖を肩で矧ぎ，袖口に手先を差し込み，足先を矧い

でいる。珍しい技法としては，裳裾の部分を別材で造り，袖衣の下から差し込んでいる点で　納入

品を込める工夫とも考えられる。

〔銘文〕

頭部内前面の玉眼押さえ木から下辺に次の墨書銘がある。

「元徳三年七月十五日　法眼定審作　（花押）」

この像は肉善が低く，螺髪は比較的大粒に造り，髪際で脹らみをもたせるなど，頭部にも鎌倉時

代後期の様式の特徴が顕著に見られる。禍衣の表文の表現にはかなり個性的な特色があり，袖衣の

正面と側面にはかなり厚みをもたせた表文を造る一方，裳裾の表文はほとんど省略している。

頭部内の墨書銘によって，元徳3年（1331）仏師定審によって造像されたことが判明できる。
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この定審l）について，清水真澄氏は報告書の中で次のように述べておられる。

『嘉永2年（1327）高知・金剛頂寺浮彫真言八祖像を造立し，徳治3年（1308）神奈川・称名寺釈

迦如来立像，正和5年（1316）京都・法金剛院十一両観音坐像を道立した小仏師の1人として名を

とどめている定審と同一人物と考えられる。

神奈）旧称名寺釈迦如来立像と京都・法金剛院十一面観音坐像は，胎内の墨書銘と納入文書によっ

て，ともに頭に「院」の字を冠したいわゆる院派仏師が大仏師となり（前者は院保，後者は院琉），

その下に小仏師として多くの院派仏師が従事していることがわかる。そしてその小仏師のなかの7

人の仏師が重複しており，両像の問に密接な関係が認められる。仏師定審は重複している7人のう

ちの1人であるから，当然院派の仏所に所属する仏師と推定される。

院派仏師は平安時代以降皇家や貴族の造像にたずさわり，運慶などいわゆる慶派仏師の作風が達

しさや動きを強調するのに対して，優雅さや繊細さを追求しており，鎌倉時代の後半までは京都を

中lLIとして造像活動を行っている。』

これまで知られてきた定審の作例は，神奈川・称名寺釈迦如来立像と京都・法金剛院十一両観音

坐像が，小仏師として参加しただけの像であり，高知・金剛頂寺浮彫真言八祖像が浮彫像（レリー

フ）という特殊なものなので　仏師定審の作風や技法を知ることは難しかったといえる。その意味

で勧学院の釈迦如来立像は年紀の明らかな鎌倉時代の基準作例というだけでなく，当時の有力な院

派仏師の1人であった定審の作風や技法を知ることができる貴重な作例ということができる。
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写真1

勧学院　木造釈迦如来立像

（写真1－5）
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胎内銘文のある仏像

写真6　木造釈迦如来立像頭部　　　　写真7　称名寺木造釈

内墨書銘　　　　　　　　　　　　　　　迦如来立像

（神奈川）
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写真8　法金剛院木造十一両

観音坐像（京都）
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3．新長谷寺　木造釈迦如来坐像〈岐阜県関市新長谷寺町〉

新長谷寺の釈迦堂は方三間の寄せ棟造り，桧皮葺で国の重要文化財に指定された室町時代の建築

である。この釈迦堂の本尊である木造釈迦如来坐像の調査をしたところ像底から墨書銘を確認する

ことができた。

〔法量〕

像高132．5

骨張　69．5

膝張　88．0

面長　24．9　　　頭頂一顎

裾張　65．5　　　袖張

膝高　左17．0右17．0

〔形状及び構造〕

袖衣・裳をまとい，定印を結ぶ。桧材，寄木

造り。彫眼。肉身金泥。頭と体を三通下で割首

としている。面貌は頬にふくらみをもち，肩を

張り，膝張りに比べて両唇など体の幅を大きく

とった形姿に室町時代の作風がうかがえる。

〔銘文〕

膝裏に次の墨書銘がある。

「相列鎌倉長谷深澤里　師子吼山清浄泉寺　樺

尊像

濃州武儀郡寄附新長谷寺　二階堂井大俳別営

上人養園（花押）」

江戸時代の末期，鎌倉高徳院（鎌倉大仏）の

復興に尽力した養国上人が，高徳院にあった釈

迦如来像を関の新長谷寺に寄附したことがわか

る。

今後，この仏像の鎌倉から関への伝わり方や，

鎌倉大仏と新長谷寺の関係を解明する貴重な手

がかりになると考えられる。
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写真9　墨書銘が見つかった

新長谷寺木造釈迦如来坐像
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写真11

新長谷寺　木造釈迦如来坐像の墨書銘

4．高賀神社　木造十一両観音菩薩坐像〈岐阜県武儀郡洞戸村〉岐阜県重要文化財

〔法量〕

像高　91．9　　　面長16．5　　　頭頂一顎　30．0　　　面幅17．2　　　耳張　21．8

両奥19．9　　　唇張　49．4　　　胸厚　　16．0　　　腹厚　20．5

〔形状・構造〕

天衣，条畠をかけ，裳を着け，両手を屈博して座る十一両観音像である。

桧材，一木造り。彩色（剥落）。彫眼。頭体部を通し両唇までを含めて一材から彫出。内割りを施

し，後頭部割矧ぎ，背中に別材の背板を当てる。地髪上の十一両はいずれも植え付けの痕を残すの

み。両手唇から先，膝前は現在欠失している。

面相部の彫りは浅く，天衣や条畠は表文を全く

刻まず，簡素な仕上がりである。地方色の濃い

像である。

〔銘文〕

背板（巾31．8cm，上下58．4m）に右記の墨書

銘がある。天治元年（1124年）という造像年代

が明らかな平安時代の基準作例として特に注目

されるとともに，県内の胎内銘文のある仏像と

して最古の像である。
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写真12　木造十一両観音菩薩坐像
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写真鵬　背板の裏側に書かれた墨書銘
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胎内銘文のある仏像

5．願輿寺　木造釈迦如来坐像〈岐阜県可児郡御嵩町〉　　国重要文化財

〔法量〕

像高　79．6

面奥19．2

膝張　55．8

頭頂～顎　24．9　　　面巾14．2　　　耳張18．0

裾張　　　43．0　　　胸厚　21．1　　腹厚　24．1

右10．0　　　膝奥　40．0　　　像奥　50．1
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〔形状・構造〕

袖衣，裳をまとい，数少ない説法印を結び，八角九重蓮華座に結跡扶坐する。

寄木造り。玉眼。漆箔。肉身金泥。内到り。螺髪を細かく刻み，着衣の表文も浅く刻んだところ

に藤原時代の様式がうかがわれるが，胎内の墨書銘から鎌倉時代の造像とわかる。この像は願興寺

所蔵の国重要文化財24姫の中でも，唯一在銘仏像として貴重である。寛元2年（1244）造像。

制作年代の判明する在銘仏像としては県内で3番目に古い像であり，鎌倉時代中期の基準作例と

して貴重である。このほか応永27年（1420）と文明11年（1479）の修理銘も記されている。

張りのある頬につり上がった目をもち厳しい表情をしているが，体には力強さがあまり強調され

ず，全体として穏健な作風といえ，均整のとれた美作である。

〔銘文〕

像を遣らせた大檀那の源康能は，可児郡中村圧の地頭であった願願氏の一族で願興寺の整備に力

を注いだといわれる。本像のほか彼が天福元年（1233）から嘉禎3年（1237）にかけて書写した大

般若経が当寺に残っている。定仏については文永2年（1265）京都・三十三間堂の千手観音立像を
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造像した仏師の中に「定仏」の名がみえるが，同一人物かどうかは不明である。この像が結ぶ説法

印（転法輪印ともいう）は，修行を終えた釈迦が鹿野園で衆生を前に最初の説法をした時の姿をか

たどったといわれ　この印相の釈迦像は全国でも珍しく，ほかに神奈川・極楽寺の像が知られる程

度である。

6．その他の胎内銘文

今回の特別展では展示しなかったが，横蔵寺の木造大日如来坐像と木造金剛力士立像（阿形）の

中から胎内墨書が確認されているので，それを付記しておく。
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写真19　木造金剛力士立像（阿形）

国重要文化財

注1）定審については清水真澄成城短期大学学長が近く発表される『称名寺の造像にかかわった仏師』の論文の中で
触れられる予定である。
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